
  

 

 

 

 

 

❤「月行事」の確認はＨＰでしてください。 

❤「学校ブログ」を月に５個程度更新中。スマホでお子さんの学校生活の様子をぜひご覧ください。 

新しい年が始まりました。北鹿島の子と職員、保護

者の皆様、北鹿島で暮らす全ての方々にとってきっと

元気で、力強く、喜び跳ね回ることができるような、

健康で実り多い 1年になることでしょう。では、これ

までに全校朝会で子ども等にした話を紹介します。 

１０月の全校朝会では「タマムシの不思議」につい

て話をしました。タマムシの羽は、青や緑に輝いてい

るように見えますが、実は無色透明です。光の当たる

角度によって発色する小さな物質が規則正しく

羽の表面に並んでいます。こういった仕組みを

「構造色」と言います。色がないはずのシャボン

玉に光を当てると、光の屈折で色が見える時があり

ます。虹も同じ原理です。トヨタのつくる高級車「レ

クサス」には、この原理を応用した製品があるよう

です。色を塗装せず、光の屈折率を調整した膜を貼

ることで、見る角度によって色を変える車になって

いるというから驚きです。 

１１月の全校朝会では「まつぼっくりの不思議」

について話をしました。「植物に興味がある」とい

う男の子に代表で前に出てきてもらい「大王杉のま

つぼっくり」の長さを定規で測ってもらいました。

その子は、高さが１３センチメートル、直径が７セン

チ５ミリメートルと調べることが出来ました。つぎ

に、まつぼっくりの中から羽の付いた種が出てくる

ところを見せ、野球部の子にその種を上から落とし

てもらいました。くるくる回って落ちてきます。なぜ

そのような落ち方をするのかを皆に問うと、女の子

が「いきなりじゃなくて、ゆっくりと落ちてくるよう

に」と全校の前で堂々と自分の考えを述べることが出

来ました。最後に、植物は、仲間を増やすためにそのような仕組みを持っていること、まつぼっくり

はクリスマスのかざりとしても利用されていることを話して終わりました。 

 本日１月１０日は「お年玉と鏡餅（かがみもち）との関係」の話をしました。「お年玉をもらいま

したか？」「お年玉をもらうのは、なぜでしょうか？」と子ども等にたずねてみました。ずっと昔か

ら、北鹿島で生きる人々も、年神（としがみ）様が、正月になると家に来てくださって、幸せを運ん

でくださると考えていました。今も、皆さんはそう思っていますか？家に来られた年神様には、座っ

てくつろいでいただくところを準備しておかなくてはいけませんね。その場所こそが「鏡餅（かがみ

もち）」です。餅は鏡ではないですが、古来「鏡」というものは、金属を磨いた丸いものであり、神

聖な道具であったようです。さて、お正月も「松の内」が終わり、年神様が帰っていかれます。神様

が宿っていた鏡餅を、家長が皆に割り分け（注意！切って分けてはいけない）、家族一人一人にパワ

ーが満ちあふれるようにしたのが「鏡開き」の日、明日１月１１日となっています。鏡餅を家長が家

族に与えていたのが、お金を包んであげるように変化したのが「お年玉」だ、という説があります。

先人の思いや考え方を、子ども等に伝えていくことは大事です。 
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命 ひびき合い 
北鹿島地区民 ひっきゃーで

確かな学力 たくましい身心 

豊かな心を育て中 

落ち葉や木の実を使った１年生のファッションショー（１２月） 

１年生は、収穫したサツマイモでお菓子づくり（１２月） 

左の門松は、松尾直子教頭先生が公民館で手作り（１月） 



子 ど も 等 の た め に 「 マ ス ク と タ オ ル 」 い た だ き ま し た 

左の写真は、鹿島市ライオンズクラブの方から「マスクとタオル」

を段ボール箱いっぱいいただいているところです。土井志保先生（養

護教諭）に受け取っていただきました。 

現在、県内では年末年始にかけて、コロナの感染者数が高止まりに

なっています。この２年間あまり聞かれなかったインフルエンザの感

染者も、今年は少しずつ出てきているようです。感染症予防対策のた

め、有効活用させていただいております。有り難うございました。 

 

自 分 の よ さ を 広 げ よ う  友 達 の よ さ を 認 め 合 お う 

■学童美術展 

県審査に進んだ作品 ２年 田中 昊（そら）さん   （中村） 「シン・しょうぼう車」 

          ４年 田中 咲良（さくら）さん （中村）「自然ゆたかな赤門」 

          ６年 伊東 明（あかり）さん  （中村）「ふみきり」 

校内入選作品    １年 田中 煌之助（おうのすけ）さん（三部）「オオスズメバチとぼく」 

１年 吉田 來生（らいき）さん （本町）「ハナカマキリとあそんだよ」 

１年 小池 琉斗（りゅうと）さん（土井丸）「カマキリのバトル」 

２年 森 夢乃（ゆの）さん   （古城）「火じでしゅっぱーつしょうぼう車」 

           ２年 中山 美月（みつき）さん （井手）「はく力まんてんしょうぼう車」 

           ２年 鶴田 優佳（ゆうか）さん （中村）「はくりょくまんてんしょうぼう車」 

３年 山田 大志（たいし）さん （土井丸）「面浮立」 

３年 高見 莉生汰（りおた）さん（古城）「面浮立」 

４年 向井 梨紗（りさ）さん  （中村）「北鹿島小学校のシンボル、赤門」 

４年 山口 羚琉（れいる）さん （中村）「赤門」 

４年 江下 菜々美さん     （森）「きれいな赤門」 

５年 岩永 優奈（ゆな）さん  （三部）「お寺」 

５年 吉村 凛（りん）さん   （中村）「秋の寺」 

５年 白川 萌果（もか）さん  （井手）「大きな寺」 

６年 宮﨑 愛結（まゆ）さん  （新籠）「幸福寺」 

            ６年 山口 結理（ゆうり）さん （中村）「願行寺」 

６年 永田 龍成（りゅうせい）さん（森）「北鹿島体育館からのながめ」 

■鹿島嬉野藤津地区 七夕書き方会 

硬筆の部 特選   ２年 小池 怜依菜（れいな）さん （乙丸） 

     入選   １年 森田 結月（ゆづき）さん  （中村） 

２年 橋本 渉平（しょうへい）さん（井手） 伊東 那桜（なお）さん（常広） 

            ５年 塚島 春花さん       （新籠） 

  毛筆の部 入選   ３年 田中 琥汰郎（こたろう）さん（三部） 

４年 伊東 陽（ひまり）さん   （中村） 山口 妃翠（ひすい）さん（中村） 

山口 創（そう）さん    （中村） 

            ５年 三原 眞瑚（まこ）さん   （中村） 

６年 山口 結理（ゆうり）さん  （中村） 

 ■鹿島嬉野藤津地区 社会科夏季作品展 

特選   ５年 西岡 美樹（みき）さん 織田 怜菜（れいな）さん 伊東 里桜（りお）さん 

入選   ４年 峰下 絆輝（きづき）さん 

５年 白川 萌果（もか）さん  野田 彩空（さら）さん  國廣 舞花（まいか）さん 

 橋本 侑奈（ゆきな）さん 三原 眞瑚（まこ）さん 

 


